









(10年以内， 30年以上)，孤立林)において行った。 5つの森林タイプ， 2林分に 10X100mのト
ランセクトを 1本設置し， 2004年に内部の樹種構成を(Momoseet a1. unpub1ished)， 2005年に
水ポテンシヤルと開空度 (Nakagawaet a1. 2006)，およびリター量を測定した。また， 2005年6




多孔菌類は 2005年6月から 9月にかけて各支トランセクトから l回採集し，種まで同定した。
地表から採集された子実体もあり，個体数を定義できなかったため，菌種が出現した支トランセ
クトの本数を各林分における多孔菌類の優占度と定義した。多孔菌類の種数を林分間で比較し，
種数と各環境要因の聞の関係を Pearson's corre1ation coefficientにより評価した。その後，
種構成と環境要因の関係を CCAにより解析した。
多孔菌類は合計67種 155サンプルが採集された。 Amaurdermasubrugosumと行'ametessp. cf. 
mimitesが優占的に認められた。39種は一回しか出現しなかった。多孔菌類の種数は森林タイプ
聞で、異なった。また， CWDの本数，胸高断面積合計，および樹種構成を示した PC-2ndと有意な相
関関係が認められた。 CCAの結果，第一軸は23.3%，第二軸は 17.2%の分散が説明され， CWDの
本数のみが，有意に多孔菌類の種構成に影響を及ぼしていた。また，休閑直後の二次林と村落近
くの老齢の休閑林における菌の種構成は，他の森林タイプのものと大きく異なり ，Podoscypha属
の菌が特徴的にみとめられた。
多孔菌類は全てが CWDから発生したわけではないが， CWDの量は多孔菌類の種多様性を維持す
るうえで、重要な役割を担っており， CWDの森林からの持ち出しは分解者群集に大きな影響を及ぼ
す可能性がある。
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